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研究成果の概要：本研究課題ではデータベースソフトを用いて主に高校・大学の英語授業に生

かすことができるプリント教材および E-learning 教材の作成を任意の素材から簡便に行うこ

とができるツールを開発した。Phrase Reading Worksheet 作成ツールは主に精読を中心とする

授業の補助に、Cloze Test 作成ツールは総合能力の測定に加え、特定の文法項目や語彙レベル

の指導補助に、それぞれ利用することができる。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 500,000 0 500,000 

２００７年度 500,000 0 500,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 1,500,000 150,000 1,650,000 

 
 
研究分野：外国語教育、教育工学 
科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 
キーワード：英語教育 教材作成ツール 教育工学 教材・教具論 データベース フレーズ・

リーディング クローズテスト ファイルメーカー 
 
１.  研究開始当初の背景 

 
(1) 本研究課題では研究代表者が高等学校
および大学での英語授業運営のために有効
活用してきた自作のソフトウェアを、広く公
開するための方法を検討し、また新たな視点
から外国語教育に適したデータベースの設
計とその利用の方法について検討すること
を目的とした。 
 
(2) 本研究課題ではパソコン１台、データベ
ースソフト１本、プリンタ１台という限られ
た設備環境で、どこまで効果的な教材開発が
できるかを追求した。本研究課題の開始当初

時点において、既に国内外で E-learning の
発展可能性などが議論されており、海外や他
の教育機関等との遠隔交流授業や Learning 
Management System の導入、CALL(Computer 
Assisted Language Learning)による実践事
例等が話題となっていた。これらはコンピュ
ータを活用した授業改善に向けての先端的
な取り組みではあったが、これらを実施する
ための前提として、出席者全員が収容できる
パソコン教室があり、かつネットワークに繋
がっている必要があった。しかし現実問題と
して、多くの教育機関において実施される外
国語授業の大半は従来型の普通教室で行わ
れており、また仮に実施できる環境が整って



いる場合であっても、メンテナンスや技術面
でのサポートが十分に得られない場合が多
く、結果、こういった先端的な取り組みは限
られた一部の教員のみが行うものであった。 
 
２.  研究の目的 

 
(1) コンピュータ環境は爆発的とも呼べる
スピードで進化しており、本研究課題開始時
点においても既にほぼ全ての外国語教員が
日常の業務や教材作成でパソコンを利用す
ることは当たり前とも言える状況であった。
しかし大多数の外国語教員のコンピュータ
利用スキルは基礎的なワープロ操作に限ら
れると言っても過言ではない。また、多くの
教育機関における情報機器設備の普及も一
朝一夕に実現するものではない。 
 
(2) しかしコンピュータ環境の普及や教育
機関での設備状況、外国語教員のコンピュー
タ利用スキルがどうであれ、コンピュータを
利用した教育、あるいは教育改善は実施可能
なはずである。具体的には上述の通りパソコ
ン＋プリンタという最低限の設備において、
研究代表者が開発し無料公開した教材作成
ツール（ソフトウェア）をインストールする
と、授業に生かすことが出来るプリント教材
を効果的に作成することができる。 
 
３.  研究の方法 
 
(1) 研究代表者はかねてよりプリント教材
を作成する際、一般的によく利用されるワー
プロソフトではなくデータベース・ソフトウ
ェアを利用することで、これまでにない形式
の教材作成が可能な点、および教材データの
再利用が効率的に行える点に注目してきた。
そこで、コンピュータを利用した教育には設
備面や教材開発等で多額の投資が必要であ
るとの考えが主流である中、費用を掛けずに
教材開発を行うことができるツールを開発
し、無料で公開できるプラットフォームの検
討を行った。 
 
(2) 本研究課題開始時点での各年度の計画
として 2006 年度には長文読解のためのデー
タベース設計、2007 年度には語彙学習のため
のデータベース設計、2008 年度には文法学習
のためのデータベース設計を行う方針であ
った。しかしこれらの実現にはサーバー環境
の整備やセキュリティ、技術革新や新機能の
拡張など、研究計画の遂行において様々な問
題点が予想されていた。とはいえ、もとより
本研究課題は授業支援のためのツール開発
を行うものであったため、技術等の動向に注
意を払いつつ、授業を行いながら必要なツー
ルを開発し、これによって開発した教材を授

業で利用し、次の開発に結びつけるという流
れが良性循環となるよう心掛けた。 
 
４.  研究成果 

 
(1) 本研究課題では様々な教材作成ツール
を開発した。以下の 4種類はインターネット
上で無料公開している。いずれもデータベー
ス・ソフトウェアの FileMaker によって構築
されており、GUI 環境で動作するため、コン
ピュータに詳しくない一般の英語教員でも
利用できる。また、データベース・ソフトウ
ェアに関する知識は全く不要である。利用者
からは公開したツールについて多くのコメ
ントやフィードバックが寄せられており、操
作性などの改善や不具合の修正も随時行っ
ている。軽微なアップデートも含めたソフト
ウェアの公開は本研究課題期間中に計 10 回
実施した。 
 
① Phrase Reading Worksheet 作成ツール 
 Phrase Reading とは、英文を意味のまとま
りごとに塊として読んでいく練習方法であ
り、英語の語順に慣れることや速読の練習を
目的として、主にスラッシュで区切られたも
のが利用されている。(例：Scientists say / 
they have made more progress / in 
developing malaria-resistant mosquitoes. 
/ The idea is to release / genetically 
engineered insects / like these / into 
mosquito populations / as a way / to 
control the disease. / ※英文出典：VOA 
Special English の記事を抜粋。) 
 このような学習法は一部の高校・大学用教
科書でも時折見かけるが、速読練習のための
素材の一つとして扱われることが多く、
Phrase Readingそのものを中心的な学習法と
して取り入れている教材はほとんどないと
いう印象である。 
 研究代表者は主に英文精読を中心とする
授業を担当する際、以下のような形式のプリ
ント教材(Phrase Reading Worksheet)を作成
し授業時に利用することが多い。 



これは一般的にスラッシュで区切られる所
を改行し、プリントの左端に縦方向に並べた
ものである。右側は和訳を書き込む欄として
利用できるため、予習用の素材としても最適
である。 
 このような形式に成形するにはワープロ
ソフトでは困難な場合があり、また同じ素材
を別の学習に活用できる形式のプリントへ
の再利用のしやすさから、データベース・ソ
フトウェアを利用して構築することにした。
このツールはランタイム版であり、Windows / 
Mac OS のいずれの環境においても、任意の素
材から同一形式のプリント教材を短時間で
作成することができる。 
 
② 階段式英文読解プリント作成ツール 
 このツールは英文読解を特に不得意とす
る学生に対する教材提示方法として効果的
であると思われる、階段式と呼称する形式の
プリント教材を簡便に作成するものである。

これは任意の英文素材を Phrase Reading と
同様、意味の塊ごとに改行で区切った上で、
文構造の把握を行いやすいように、等位接続、
同格、比較表現、前置詞句、修飾・被修飾の
関係などを手がかりに、フレーズ行頭に様々
な階層のインデントを付与したものである。 

この形式は Phrase Reading Worksheet を
予習課題とした場合のチェックにも利用で
きる。そこで 2つのツールを併用する手間を
省き、1つのツール上で両者が作成できるよ
う、統合・改良版を構築することにした。 
 
③ 統合・改良版 
 2007 年度に上述の①と②を統合したツー
ルを公開したが、ここでは新たな機能として、
研究協力者の知見を生かし、言語処理技術と
の連携を試みた。これによりフレーズ分割の
作業を数理的に厳密な処理に基づく自動処
理によって行うことができるようになり、教
材作成の省力化にも繋がった。さらに Phrase 
Reading Worksheet とクローズテストを組み
合わせた形式のプリント教材も作成できる
ようになった。上述①および②で作成できる

プリント教材のレイアウトは 40 種類程度で
あったが、新機能の搭載や項目配置において
詳細な設定が可能になったことから、一挙に
1,000 通り以上のレイアウトのプリント教材
が作成できるようになった。 
 
④ Cloze Test 作成ツール 
 Cloze Test とは文書の n番目の単語を空欄
にして、被験者が元の単語を埋めるものであ
る。一見単純な形式ではあるが、これらを作
成するにはそれなりの手間がかかるもので
ある。元来 Cloze Test は英語母語話者に対
する読解教材の信頼度や難易度を測定する
目的で開発されたものであるため、外国語と
しての英語教育で利用するには、単語を抜き
取る際、特定の語彙レベルや文法事項に絞る
などの配慮を行わなければならないことも
ある。しかしこれを手作業で作成することは
非常に困難である。 
 そこで、インターネット上に公開されてい
る言語処理技術を利用した Webアプリケーシ
ョンでの処理結果を読み込み、文字列処理を
行うことで Cloze 形式のテストを作ること
ができるツールを開発した。このツールでは
Cloze 形式のテストの空所に入る語をランダ
ムで並べ替え、解答する際の選択肢として出
力することができるようにした。また、抜き
取った通りの順番に並べたリストも出力で
きるため、自習教材としても利用しやすい。
加えて、HTML ファイルでの出力機能も持たせ
たため、別途用意されたプログラムと組み合
わせることで簡易 E-learning 教材としても
即座に利用できるようになった。 
 なお、③・④のツールの開発については、
神谷・田中・北尾(2009)にまとめられている
ので参照されたい。 
 
(2) 上述の 4種類のツールに加え、授業で利
用できる教材作成・分析・提示用ツールとし
て、多肢選択問題作成ツール、パラレルコー
パス検索ツール、英文レベルチェッカー、例
文提示ツール等のプロトタイプを開発した。
今後、これらのツールと本研究課題の成果を
組み合わせ、一層効果的に教材作成を行うこ
とができるような仕組みを構築したい。 
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